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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公開番号】特開2007-314774(P2007-314774A)
【公開日】平成19年12月6日(2007.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-047
【出願番号】特願2007-110825(P2007-110825)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   9/18    ＣＥＹ　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月8日(2010.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクリル系樹脂を基材樹脂とする発泡粒子であって、粒子表面に網目模様状の連続した凸
条を有することを特徴とするアクリル系樹脂発泡粒子。
【請求項２】
凸条に囲まれた網目の平均サイズが４～４０μｍ／個である請求項１に記載のアクリル系
樹脂発泡粒子。
【請求項３】
基材樹脂がメタクリル酸エステル系モノマーと芳香族ビニル化合物との共重合体である請
求項１又は２に記載のアクリル系樹脂発泡粒子。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を製造するための発泡剤を含有
する発泡性アクリル系樹脂粒子であって、樹脂粒子の断面において、表面と表面から５μ
ｍ内側の位置との間に少なくとも気泡の一部が存在し、各気泡は気泡を形成する内壁間の
最大寸法が１～１０μｍである独立気泡、または表面に開口部を有する開放気泡であるこ
とを特徴とする発泡性アクリル系樹脂粒子。
【請求項５】
請求項１～３のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を製造するための発泡剤を含有
する発泡性アクリル系樹脂粒子であって、重合前の原料モノマー中に、流動パラフィン及
び／又は高級脂肪酸エステル及び／又はオレフィンを、全モノマー量１００重量部に対し
て、０．１～３重量部添加してなることを特徴とする請求項４に記載の発泡性アクリル系
樹脂粒子。
【請求項６】
沸点８０℃以下の有機系物理発泡剤を発泡剤として含有する請求項４又は５に記載の発泡
性アクリル系樹脂粒子。
【請求項７】
発泡剤がペンタンである請求項６に記載の発泡性アクリル系樹脂粒子。
【請求項８】
請求項１～３のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を型内に充填し、型内の発泡粒
子を加熱し、相互に融着させ、冷却後に型内より取り出すことを特徴とするアクリル系樹



(2) JP 2007-314774 A5 2010.4.22

脂発泡粒子成形体の製造方法。
【請求項９】
型内成形時における型内空間の最小寸法が少なくとも１５ｃｍであることを特徴とする請
求項８に記載のアクリル系樹脂発泡粒子成形体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　即ち本発明は、
（１）アクリル系樹脂を基材樹脂とする発泡粒子であって、粒子表面に網目模様状の連続
した凸条を有することを特徴とするアクリル系樹脂発泡粒子、
（２）凸条に囲まれた網目の平均サイズが４～４０μｍ／個である上記（１）に記載のア
クリル系樹脂発泡粒子、
（３）基材樹脂がメタクリル酸エステルと芳香族ビニル化合物との共重合体である上記（
１）又は（２）に記載のアクリル系樹脂発泡粒子、
（４）上記（１）～（３）のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を製造するための
発泡剤を含有する発泡性アクリル系樹脂粒子であって、樹脂粒子の断面において、表面と
表面から５μｍ内側の位置との間に少なくとも気泡の一部が存在し、各気泡は気泡を形成
する内壁間の最大寸法が１～１０μｍである独立気泡、または表面に開口部を有する開放
気泡であることを特徴とする発泡性アクリル系樹脂粒子、
（５）上記（１）～（３）のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を製造するための
発泡剤を含有する発泡性アクリル系樹脂粒子であって、重合前の原料モノマー中に、流動
パラフィン及び／又は高級脂肪酸エステル及び／又はオレフィンを、全モノマー量１００
重量部に対して、０．１～３重量部添加してなることを特徴とする上記（４）に記載の発
泡性アクリル系樹脂粒子、
（６）沸点８０℃以下の有機系物理発泡剤を発泡剤として含有する上記（４）又は（５）
に記載の発泡性アクリル系樹脂粒子、
（７）発泡剤がペンタンである上記（６）に記載の発泡性アクリル系樹脂粒子、
（８）上記（１）～（３）のいずれかに記載のアクリル系樹脂発泡粒子を型内に充填し、
型内の発泡粒子を加熱し、相互に融着させ、冷却後に型内より取り出すことを特徴とする
アクリル系樹脂発泡粒子成形体の製造方法、
（９）型内成形時における型内空間の最小寸法が少なくとも１５ｃｍであることを特徴と
する上記（８）に記載のアクリル系樹脂発泡粒子成形体の製造方法、
を要旨とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　網目形成剤の添加量は、発泡粒子の基材樹脂１００重量部当たり、０．１～３重量部が
好ましく、特に０．３～２重量％が好ましい。この範囲内であると、得られる発泡粒子表
面に網目模様状の連続した凸条を容易に形成することができる。網目形成剤の基材樹脂へ
の添加割合が少なすぎると、網目模様状の凸条が形成されない虞があり、発泡効率も低下
する方向に向かう。また、網目形成剤の基材樹脂への添加割合が多くなりすぎると、得ら
れる発泡成形体の強度や耐熱性が低下し、製造コストも高くなる虞がある。流動パラフィ
ン及び／又は高級脂肪酸エステル及び／又はオレフィンは、アクリル系樹脂を重合する前
に、予め原料モノマー中に添加しておくことが好ましい。尚、上記基材樹脂に対する網目



(3) JP 2007-314774 A5 2010.4.22

形成剤の添加量は、アクリル系樹脂を懸濁重合により得る際に添加する場合は、重合に使
用された全モノマー量１００重量部当りに対する添加量である。
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